
┃競技資料┃ 

１．時計の方法 
電気時計装置で行う。 

２．スタートの方法 
⑴ スタートは 10 秒前の合図、次に５回発信音がなり、その発信音の間でスタートをする 
こと。 
⑵ スタート間隔は、およそ 20 秒で行う。＊場合により間隔を延ばす事がある。 
⑶ 競技者はストックを定位置について、２度づきしないでスタートする。 

３．スタート位置 
組別の①、②組はコース中段より、③組からはコース最上段からのスタートとする。 

４．コースインスペクションの方法 
⑴ 当日の出場競技者、監督及びコーチに限り示された時間内に行うこととし、スキーは必 
ず着用する事。 
⑵ インスペクションは上から下へ、ゲートをクローズしている箇所は、外からインスペク 
ションしてコースを荒らさないよう最大の協力をお願いします。 
※コピー滑走、旗門中でのターン滑走は禁止します。 
⑶ インスペクションの際、ゴールの通過を認めます。 
⑷ 出場者は、必ずゼッケンを上にして着用し明らかに見えるようにして下さい。 

５．抗議、再レース等について 
⑴ 公式記録発表に対する抗議は、一切認めません。 
⑵ 役員の不手際や観衆、競技者(本人以外)動物等のために競技を妨げられた事による再レ 
ースの要求は、直ちにレースを中断し、近くの旗門員にアピールしたのち、速やかに競技委 
員⻑及び副競技委員⻑に申し出て下さい。 
※但し、追い抜かれた競技者の抗議は一切認めません。 
⑶ 計測機器の誤作動により計測が不能になった場合は、再レースといたします。 
＊旗門不通過などの違反が無かった場合に限る。 

６．競技上の注意 
⑴ 競技中は、コース内の立ち入りを一切禁止します。 
⑵ スタート位置における点呼は 10 分前に行う。 
⑶ スイッチバックは認めるがスキーのトップとブーツを完全に通過させること。 
⑷ 旗門をミスして明らかに失敗となった場合、つづく旗門は通過しない事。 
⑸ 途中棄権者は旗門審判員に意思表示し、ゼッケンを外してコース外に出る事。各競技と 
もスタート順番については、棄権者がある場合は繰り上げスタートとするので注意すること。 
⑹ 追い抜かれそうになった競技者は、呼び掛け又は合図に応じ直ちにコースを譲って下さ 
い。 

７．コース整備について 
競技中に随時整備を行いますが、特に必要と思われるときは、中断して整備することがあり 
ます。 

  



８．競技開始時間の変更について 
荒天等により変更する場合があります。その場合は、放送で連絡します。 
＊15 分〜30 分程度の開始時刻の変更がある場合があります。 

９．前走者について 
⑴ 前走者２名としコースの状況により増員します。 
⑵ 前走者のスタートはインスペクション終了後とします。 

１０．リフトの利用及び開始時間 
リフト乗車開始時間は８時 30 分です。 
※当日は「スキー子どもの日」のため中学生以下のリフト料金は無料となります。 

１１．コース閉鎖について 
   インスペクション時間以外はコース閉鎖します。 
１２．その他 

⑴ 同タイムの場合は、ゼッケン番号の遅い選手を優位とし、順位を決定します。 
⑵ スタート、フィニッシュエリアには立ち入らないで下さい。 
⑶ 大会当日のトランシーバー及び無線機の使用で競技進行の妨げになるときは、放送で連 
絡しますので、その際は使用をご遠慮下さい。 
⑷ 安全対策は万全を尽くしますが、万一事故が発生した場合は応急処置のみ行いその後の 
処置及び責任については一切負いません。 

１３．スタート及びインスペクションの時間について 

部   門 
競技開始 
予定時間 

インスペクション 

中段スタート 
○小学１・２年生 女子・男子 

10:00 〜 9:20 〜 9:40 

最上段スタート 
○小学３・４年生 女子・男子 
○小学５・６年生 女子・男子 
○中学生     女子・男子 
○一般５１才以上 女子 

５０才以下 女子 
   ３０才以下 女子 

５１才以上 男子 
   ５０才以下 男子 

３０才以下 男子 

10:30 〜 9:30 〜 9:50 

＊インスペクションは小中学校スキー大会出場選手も同時に行います。 
＊各部門の前に小中学校スキー大会出場選手をスタートさせます。 
＊競技開始時間は、あくまでも予定時間です。進行状況により繰り上げる場合がございま 
すので、時間に余裕をもって集合願います。 

 （詳細は別添タイムテーブル） 


